
熱電対センサー製作マニュアル①

用意するもの:精密プラスドライバー、ペンチ、ニッパー、カッターなど被覆を剥ぐことができるもの、 熱電対センサー用ミニ
チュアプラグ、被覆熱電対ケーブル（必要な⾧さ）、瞬間接着剤（アロンアルファー EXTRA 4020 [東亜合成製]）、
アロンアルファー専用硬化促進剤（aaアクセレレーター3[東亜合成製]）＊硬化促進剤は必要に応じて使用して下さい。

（完成図）

ミニチュアプラグ

被覆熱電対ケーブル
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ゴムプッシュ/ミニチュアプラグ
被覆熱電対ケーブルをニッパー等で任意の
⾧さにカットします。

ゴムプッシュを通してから被覆を剥ぎます。 ミニチュアプラグ内の2つのネジを緩めます。

ミニチュアプラグのフタを外します。

－ ＋

※取り外す必要はございません。

※1.5cm程度

－ ＋

ミニチュアプラグ側
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・電線のプラスとマイナスの取付けにご注意ください。付け間違えると異常値が出ます。

⑦ ⑧

芯線を差し込んで ネジを締めます フタを付けます

－ ＋

被覆熱電対ケーブル

（完成図）

ミニチュアプラグ

ミニチュアプラグ側

計測側先端の製作マニュアルが3ページ以降にあります。
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①

⑤ ⑥

※2cm程度

計測側先端

ケーブルの外装を剥ぐ ケーブルの被覆を剥ぐ 電線をおよそ９０度に開く

90度

電線の根元持ってひねる

7~8回ひねる隙間が出ないようにひねる ひねった電線に接着剤を塗る 硬化促進剤を塗る 電線を根元から3~4山で切り落とす

② ③ ④

⑦ ⑧ ⑨

*⑧硬化促進剤は、急ぐ場合等必要に応じて塗布して下さい。
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使用する箇所は根本です。
根元から3山に隙間がない事

電線に角度(90度）をつけ、角度を維持し
て根元から回すと綺麗にねじれます。

熱電対センサー製作マニュアル④

ミニチュアプラグ→入力モジュール→子機に
挿し込んでご利用ください。

完成

⑩ ⑪

計測側先端

使用する箇所は根本です。根元
にしっかり接着剤をつけて下さい

熱電対は最初に接触した
点で測定します


